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春季消防演習（5月1日／新庄中グラウンド・最上公園など） 
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◆ 
7 
月 　
 
日
�
◆

23

ま
つ
り
歩
行
者
天
国

▼
時
間 
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

▼
と
こ
ろ 
南
本
町
十
字
路
〜
北
本
町

▼
内
容 
ち
び
っ
こ
山
車
ま
つ
り（
午
前

　

時
〜
正
午
／
街
角
お
囃
子
ラ
イ
ブ
、

10ち
び
っ
こ
山
車
パ
レ
ー
ド
）、ス
ト
リ
ー

ト
ラ
イ
ブ
フ
ェ
ス
タ（
正
午
〜
午
後
5

時
／
街
角
ラ
イ
ブ
演
奏
）、七
夕
飾
り

商
店
街
記
念
イ
ベ
ン
ト　
　

▼
内
容 
ふ
れ
あ
い
青
空
市
・
夕
市（
正

午
〜
／
駅
前
通
り
）、チ
ェ
レ
ン
コ
祭
り

（
午
後
３
時
〜
６
時
／
ゆ
め
り
あ
）

お
ま
つ
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
　

▼
期
間 
７
月　

日
�
〜
８
月　

日
�

23

28

▼
と
こ
ろ 
中
心
商
店
街
の
店
舗
な
ど

▼
内
容 
懐
か
し
い
新
庄
ま
つ
り
写
真

展
、新
庄
ま
つ
り
の
お
宝
資
料
展
示
、新

庄
ま
つ
り
絵
画
展
・
ポ
ス
タ
ー
展

◆ 
7 
月 　
 
日
�
◆

24

1
0
0
円
商
店
街
／

Ｆ
Ｍ
フ
ラ
ワ
ー
記
念
放
送

Ｆ
Ｍ
フ
ラ
ワ
ー
記
念
放
送

▼
時
間 
午
前　

時
〜〜

10

▼
と
こ
ろ

　

南
本
町
〜
北
本
町

日本一の山車パレード 

22005 005 
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一
カ
月
前

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

まつりポスターの制作風景

ポスターのぼり

8月24・25・26日プラス27日

見る人にも感動を送りたい
まつりポスターのモデルを務めた
熊坂和美さん（升形囃子若連）

　撮影のときは、たくさんの照明の中、慣れない雰
囲気でとても緊張しましたが、ポスターが完成して
周りの人も応援してくれて、とても記念になりました。
　囃子は中学生のころから始め、今は笛を担当して
います。まつりの醍醐味は、年代に関係なく、知らな
い人たちともみんなで盛り上がれること。まつり当日
は、たくさんの人たちが見てくれるので、囃子を演奏
しているわたしたちもとても感動します。見ている人
にも同じように感動してもらえるよう今年も頑張りた
いです。

　新庄まつり250年祭まであと74日（6月9
日現在）となり、各若連でも着 と々山車製
作が進んでいます。4月下旬には、まつりポ
スターも完成し、東京駅や仙台駅などの大
都市圏をはじめ県内のいたるところで250
年祭をアピール、人目を引いています。
　新庄まつりの歴史を飾る記念すべき
250年祭まで、いよいよ秒読みが始まりま
した。

年祭に向けカウントダ ウ ン！
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まつり
本番ま

であと
7 4日

山
車
人
形
展

「
野
川
陽
山
・
新
庄
ま
つ
り

山
車
人
形
の
す
べ
て
」

　

能
面
師
・
野
川
陽
山
氏
作
の
表
情
豊

か
な
人
形
の「
か
し
ら
」は
芸
術
品
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。代
表
的
な

山
車
人
形
や
そ
の
技
法
、制
作
過
程
、歌

舞
伎
の
名
場
面
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き 
7
月　

日
�
〜
9
月　

日
�

23

26

▼
と
こ
ろ 
ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー

新
庄
ま
つ
り

二
五
〇
年
祭
記
念
パ
レ
ー
ド

▼
と
き 
８
月　

日
�
午
後
5
時
〜
８

27

時　

分
▼
と
こ
ろ  
ア
ビ
エ
ス
、中
心
商
店

30
街（
駅
前
通
り
な
ど
） 
▼
内
容 
萩
野
・
仁

田
山
鹿
子
踊
、神
輿
渡
御
行
列
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
、記
念
山
車
パ
レ
ー
ド（
復
活
け
ん
か
囃

子
）、ぼ
く
ら
が
選
ぶ
夢
山
車
2
5
0
年
大

賞
表
彰
、親
子
体
験
山
車
ひ
き
な
ど

二
五
〇
年
祭
記
念
踊
り
パ
レ
ー
ド

　

全
日
本
民
踊
指
導
者
連
盟
主
催「
ふ

る
さ
と
の
民
踊
を
た
ず
ね
る
旅
」で
、全

国
の
踊
り
手
約
2
5
0
人
が
宵
ま
つ
り

に
参
加
し
ま
す
。

▼
と
き 
8
月　

日
�

24

※
行
事
内
容
に
つ
い
て
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、新
庄
ま
つ
り
委
員
会（
商

工
会
議
所
内
）
�　

―

6
8
5
5
、
市  
商

22

工
観
光
課
�
内
線
2
5
1
へ
。

新
庄
ま
つ
り

二
五
〇
年
祭
記
念
事
業

本番に向け力が入る山車製作
（落合町若連）

ま つりガイド ブ ッ ク
山車人形図録は
7月発行予定

まつりは楽しんで続けていくもの
小野英章さん（落合町若連） 　

　山車に載せる動物や小物は、昨年10月から時間を見つ
けてコツコツと作ってきました。メインのものは3月ころ完成し
ました。7月上旬まではすべて作り、下旬からは仲間と舞台と
なる山車作りに入ります。
　まつりには人それぞれの楽しみ方があります。わたしたちは、
子どもたちが引きたくなるような山車を目指し頑張っています。
また、子も親も参加して楽しめるよう半てんを貸し出したりし
て工夫しています。
　まちの活性化のためにも、まつりはなくてはならないもので
す。戦後のどん底の中で山車を出した人々の気持ちを推し
はかりながら、まつり300年に向かってもっともっと盛大に続
いていくよう願っています。

2005村山バラまつり
●出演 鳥越囃子若連
●とき 6月5日（日）午前11時～、正午～
●ところ 村山市東沢公園野外音楽堂

新庄まつりをアピール！

花咲かフェアINさがえ
●出演 升形囃子若連
●とき 6月19日（日）
 午前11時30分～、午後1時～
 午後2時15分～
●ところ 寒河江市最上川ふるさと総合公園
 センターハウス

新 庄ま つ り 　　　　　　　　

Ｆ
Ｍ
フ
ラ
ワ
ー
記
念
放
送

〜

2005 
8/24.25.26プラス27



�

市主催の区長総会

市
民
と
市
政
の
橋
渡
し

こ
ん
に
ち
は
、区
長
で
す

萩
野
一 

齋
藤　

秀
松

萩
野
二 

安
食　

勝
行

萩
野
三 

廣
野　

健
吉

萩
野
四 

伊
藤　

賢
一

吉　

沢 

中
川　

和
人

黒　

沢 

加
藤　

末
松

泉
田
一
区 

奥
山　

治
嗣

泉
田
二
区 

奥
山　

励
二

泉
田
三
区 

海
藤　

靖
彦

泉
田
四
区 

阿
部
五
兵
衛

泉
田
五
区 

柴
田　

幸
人

桜
通
り
東 

平
向　

岩
雄

桜
通
り
西 

須
藤　

義
夫

旭
通
り 

阿
部　

壽
一

泉
田
駅
前 

工
藤　

幸
治

往　

還 

小
向　

康
弘

往
還
新
町 

楢
島　

典
生

横
根
山 

田
中　

吉
夫

横
根
山
東 

宮
林　
　

要

赤　

坂 

阿
部　
　

平

昭
和
一 

渡
辺　

光
弥

昭
和
二 

横
戸　
　

勤

昭
和
三 

伊
藤　

光
弘

昭
和
四 

安
達　

栄
作

昭
和
五 

保
角　

義
文

北
部
地
区

太　

田 

山
科
敬
太
郎

荒
小
屋 

三
原　

重
雄

高　

壇 

大
場　

忠
一

北
新
町 

斉
藤　

國
勝

北
新
町
団
地 

矢
口　

良
信

中
川
原 

山
科　

光
春

野　

中 

今
田　

雄
一

谷
地
小
屋 

今
田　
　

篤

上
西
山 

山
科　

光
雄

滝
ノ
倉 

小
笠
原
一
雄

冷
水
沢 

笹
原　

哲
也

泉
ヶ
丘 

鈴
木　

秋
夫

西　

町 

遊
佐　

忠
蔵

円
満
寺
町 

山
尾　

順
紀

木
栄
町 

渡
部　

秋
夫

小
月
野 

阿
部　

孝
一

月　

岡 

阿
部　
　

久

梅
ヶ
崎 

荒
川　
　

薫

一
本
柳 

�
砂　

勝
彌

中　

山 

�
砂　

和
男

小　

泉 

三
原　

完
治

上
神
明
町 

大
野　
　

昭

下
神
明
町 

阿
部　

一
郎

桜
馬
場 

門
脇　
　

正

区
長
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

五
月
十
一
日
、十
七
年
度
新
庄
市
区

長
総
会
を
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
、交

代
し
た
新
た
な
区
長
二
十
九
人
に
委
嘱

状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
厳
し
い
財
源
の
中
で
発
展

し
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、

市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責

任
を
明
確
に
し
、協
働
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。課
題
の
優
先
度
や
重
要

度
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、将
来
を
見
す

え
た
施
策
を
行
っ
て
い
く
た
め
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
一
丸
と
な
っ
て
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

土
手
の
内 

鎌
田　

恒
夫

上
堀
端 

鏡　
　

正
憲

大
正
町 

伊
藤　

喜
一

仲　

町 

阿
部　
　

智

下
仲
町 

工
藤　
　

貞

岡
崎
町 

森　
　

徳
康

泉　

町 

齋
藤　
　

宏

下
堀
端
北
組 

魚
谷　

忠
志

下
堀
端
南
組 

柴
田　

光
文

御
堀
端
東 

佐
藤　

勝
美

御
堀
端
中 

佐
藤　

武
士

御
堀
端
西 

阿
部
他
人
吾

御
堀
端
南 

坂
本　

正
喜

教
育
セ
ン
タ
ー
前 

佐
藤　

忠
雄

宮
内
一 

宮
岡　

雅
義

宮
内
二 

草
壁
耕
二
郎

宮
内
三 

沓
澤　

三
郎

千
門
町
1
区 

石
川　

兼
寿

千
門
町
2
区 

佐
藤　
　

誠

千
門
町
3
区 

荒
木　
　

茂

宮
内
新
町 

青
木　
　

誠

中
部
地
区

上
仲
町 

泉
谷　

一
男

上
南
本
町 

井
上　

和
郎

南　

町 

田
澤　

賢
一

下
山
屋 

小
野　

富
蔵

上
鉄
砲
町 

大
又　

恒
松

下
鉄
砲
町 

上
野　

直
樹

下
田
町 

岩
渕　

隆
次

金
沢
新
町 

前
盛　

知
見

玉
の
木
町 

中
條　

孝
夫

玉
の
木
新
町 

芦
名　

マ
サ

金
沢
一 

小
野　

定
幸

金
沢
二 

加
藤　

忠
彦

金
沢
三 

田
澤　

晃
一

金
沢
四 

加
藤　
　

太

金
沢
五 

柏
倉　

文
彌

金
沢
六 

青
木　

恒
治

金
沢
七 

鈴
木　

忠
男

幸　

町 

田
宮
晴
三
郎

末
広
町
一
区 

五
十
嵐
章
吉

末
広
町
二
区 

阿
部　
　

正

末
広
町
三
区 

加
藤　

俊
治

南
末
広
町 

今
田　
　

實

日
の
出
町 

鈴
木
美
喜
雄

三
吉
町 

菊
地　

英
夫

三
吉
新
町 

芦
野
喜
代
和

東
山
町 

小
野　

秀
昭

稲
舟
地
区

鳥
越
1
区 

間　
　

清
治
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市
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

　

区
長
は
、市
の
非
常
勤
特
別
職
と
し

て
、月
二
回
、市
か
ら
の
広
報
物
の
配

布
・
回
覧
を
通
し
て
行
政
情
報
を
広
く

地
区
住
民
に
知
ら
せ
て
い
ま
す
。ま
た
、

地
域
の
課
題
や
市
政
へ
の
意
見
を
市
に

伝
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

約
一
万
三
千
世
帯
の
市
民
と
行
政
の
橋

渡
し
と
し
て
、協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
存
在
で
す
。

　

な
お
、長
年
に
わ
た
り
区
長
を
務
め

た
方
に
、あ
じ
さ
い
表
彰
・
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
あ
じ
さ
い
表
彰（
勤
続　

年
以
上
）】

20

　

鈴
木　

昭
男（
野
際
町
）

【
あ
じ
さ
い
感
謝（
勤
続　

年
以
上
）】

10

　

伊
東
啓
太
郎（
常
葉
町
一
区
） 

　

那
須　

善
雄（
下
北
本
町
）

　

福
田
清
兵
衛（
若
葉
町
東
）

　

東
谷　

和
雄（
本
宮
1
区
）

　
　

橋
又
五
郎（
福　

宮
）

　

小
関　

榮
松（
三
本
橋
）

　

井
上　

六
郎（
あ
た
ご
町
）

【
永
年
勤
続
退
任
者（
5
年
以
上
）】

　

佐
藤　

菊
夫（
中
山
町
）

　

山
科
昭
一
郎（
赤　

坂
）

平成17年度区長

本　

町 

石
川　

泰
助

馬
喰
町 

辺
見　

忠
雄

清
水
川
町 

笹　
　

昭
允

山
片
町 

柳
川　

隆
昌

落
合
町 

中
川　

惣
蔵

栄　

町 

柳
谷　

富
男

御
長
柄
町 

栗
田　

吉
明

上
名
古
屋
敷 

阿
部　

光
徳

東
下
名
古
屋
敷 
小
屋　

宣
俊

西
下
名
古
屋
敷 
小
関　

俊
也

南
紙
漉
町 

天
口　

義
章

北
紙
漉
町 

小
松　

亮
範

上
沖
の
町 

片
岡
廣
一
郎

下
沖
の
町 

菅
藤　

満
昭

若
葉
町
中
央 

阿
部　

純
二

若
葉
町
東 

荒
川　

清
昭

駅
構
内 

伊
藤　

真
一

春
日
町 

稲
川　

辰
也

曙　

町 

波　
　

紀
雄

住
吉
町 

武
田　

清
夫

吉　

袋 

小
松　

正
平

東
本
町 

今
田　

雄
三

東　

町 

樋
渡　

勝
彦

東
天
町 

三
浦　
　

眞

柳　

町 

早
坂　

昭
二

上
北
本
町 

渡
部　

宗
夫

下
北
本
町 

大
町　
　

功

横　

町 

本
澤　

昌
紀

東
部
地
区

梨
ノ
木 

橋
本　

信
勝

関　

屋 

伊
藤　

健
治

大
福
田 

阿
部　

哲
郎

上
山
屋 

金
田　
　

直

鳥
越
2
区 

渡
部　

主
一

鳥
越
3
区 

五
十
嵐
政
男

鳥
越
4
区 

八
鍬　

清
一

鳥
越
5
区 

伊
藤　

広
吉

鳥
越
6
区 

齋
藤　

末
治

鳥
越
7
区 

吉
田　
　

力

鳥
越
8
区 

山
科　
　

孝

駒　

場 

松
田　

勝
則

二
ツ
屋 

黒
坂　

五
郎

拓　

生 

武
田　

光
一

柏
木
山 

伊
藤　

正
利

休　

場 

伊
藤　
　

隆

市
野
 々

篠
木　

順
二

松　

枝 

安
彦　
　

浩

松
本
1
区 

佐
藤　

太
朗

松
本
2
区 

後
藤　
　

實

松
本
3
区 

齊
藤　
　

勲

新
松
本
町 

矢
口　

重
一

仁　

間 

早
坂　

正
幸

福　

田 

中
嶋
祐
太
郎

野
際
町 

小
野　

和
男

本
宮
1
区 

畠
山　
　

糺

本
宮
2
区 

伊
藤　

幸
義

松
本
団
地 

庄
司　

勝
利

角　

沢 

高
橋　
　

眞

大
谷
地 

松
田　

信
行

清　

水 

二
戸　

順
一

芦　

沢 

下
山　

俊
雄

萩
野
地
区

土　

内 

早
坂　
　

登

二
枚
橋 

早
坂　
　

繁

仁
田
山
一 

星
川　

信
夫

仁
田
山
二 

伊
藤　

裕
一

高 

塩　

野 

�
橋　
　

篤

柏
木
原 

工
藤　

久
男

八
向
地
区

本
合
海
一 

平
賀　

孝
一

本
合
海
二 

松
田　
　

剛

本
合
海
三 

加
賀　

敏
雄

本
合
海
四 

八
鍬　

昭
夫

本
合
海
五 

樋
渡　

信
義

本
合
海
六 

元
木　

秀
也

本
合
海
七 

清
水　

清
勝

本
合
海
八 

早
坂　

橋
一

畑 

松
田　

嘉
門

宮　

野 

�
山　

克
博

福　

宮 

�
山　

和
男

長　

坂 

佐
藤　

茂
安

升
形
上
一 

須
田　
　

明

升
形
下
一 

遠
藤　

晴
男

升
形
上
二 

阿
部　

一
巳

升
形
下
二 

八
鍬　

昭
良

升
形
三 

井
上　

義
一

升
形
四 

佐
藤　

吉
富

升
形
五 

小
野　

竹
夫

前　

波 

熊
坂　

武
美

（
敬
称
略
）

水
上
町 

沼
澤　

秀
昭

三
本
橋 

佐
藤　

眞
一

石
川
町 

今
田　

正
男

上
万
場
町 

若
野　

禮
三

下
万
場
町 

�
橋　

満
男

常
葉
町
一
区 

伊
藤　

雄
一

常
葉
町
二
区 

長
倉　

康
爾

常
葉
町
三
区 

長
倉　
　

徹

中
山
町 

佐
藤　
　

護

吉
川
町 

栗
田　
　

誠

鍛
冶
町 

�
階
喜
久
雄

茶
屋
町 

神
部　
　

忠

上
茶
屋
町 

渡
部　

孝
徳

中
道
町 

須
藤　

四
郎

明
倫
通
り 

加
藤
征
太
郎

小
桧
室
団
地 

大
場　

勝
也

西
部
地
区

下
西
山 

中
鉢　
　

誠

あ
た
ご
町 

大
類　

俊
明

新　

田 

柏
倉
八
百
吉

飛　

田 

佐
藤
幸
一
郎

上　

野 

佐
藤　

辰
雄

蛇　

塚 

伊
藤　
　

馨

庚　

申 

笹　

運
太
郎

川
原
町 

中
鉢　
　

隆

川
西
1
区 

小
野
孝
太
郎

川
西
2
区 

小
笠
原
清
六

川
西
3
区 

伊
藤　
　

公

川
西
4
区 

丹　

長
四
郎

川
西
5
区 

土
田　

昭
雄

川
西
6
区 

佐
藤　

亮
一

桧
町
一
区 

西
坂　

公
一

桧
町
二
区 

押
切　
　

守

委嘱状を交付
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愛
着
の
あ
る
公
園
を
き
れ
い
に

公
園
は
地
区
の
皆
さ
ん
が
守
っ
て
い
ま
す

市役所の仕事

総務課 編

　

平
成
十
四
年
九
月
、太
田
地
区
の
旧

東
北
農
業
試
験
場
跡
地
に「
エ
コ
ロ
ジ
ー

ガ
ー
デ
ン
・
原
蚕
の
杜
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。十
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
広
大
な
敷
地
に

果
樹
の
原
種
木
や
桜
、桑
の
木
な
ど
約
三

千
本
の
樹
木
が
あ
る
市
の
施
設
で
す
。「
グ

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
新
庄
」は
、こ
こ
で
、市

民
・
企
業
・
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、環
境
改
善
活
動（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー

ク
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
新
庄

（
代
表
・
沼
野  
慈
さ
ん
）

　総務課には職員広報室、行政協働室の2室があり、
17人（うち県派遣1人）の職員体制です。
　職員広報室では、市長の秘書業務や、職員の異
動・採用などの人事・定員管理、給与計算、人件費
削減のための給与制度の見直し、職員の資質能力
向上のための職場研修などを行っています。
　また、市政の情報発信窓口として、市民の皆さん
や行政からの情報などを提供する広報活動や、皆さ
んの意見・提案を市政に反映させる広聴業務、地区
の区長に関する業務を行っています。
　行政協働室では、公文書の保管や、市条例・規
則の法令審査をしています。条例案を市議会に提案
する前に国・県などの法令に違反していないか、内容
が適正であるかなどの審査です。条例は市民生活に
直結するため、慎重かつ厳正な審査が求められます。
　また、市民の皆さんと行政がともにまちづくりを担う
「協働」を推進する業務も担当しています。市民の皆
さんの行政への参加意欲の高まりにより、昨年度「協
働推進のための指針」を策定しました。今年度は推
進プランを策定し、市民をパートナーとする市政を推
進していきます。
　また、効率的な行政運営ができるよう組織体制を
整備する行政改革も担当しています。いかに無駄を
省き市民の要望に応えていくか、常に市民の目線を
大切にしています。行政改革には職員一人ひとりの
意識改革や能力向上が必要なため、昨年は若手職
員による庁内行革情報紙の発行や行革提案会など
を開催しました。また、「お客さま」である市民の皆さ
んに快く来庁していただくため応対向上を目指した「さ
わやか運動」も行っています。今年度からは、新たな
行革大綱の着実な実施が課題です。公募などにより
選出された市民10人からなる行革市民委員会を開催
し、率直なご意見をうかがいながら進めていきます。

ら
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
、遊
具
の
状
況
や
危
険

箇
所
が
な
い
か
な
ど
を
市
に
知
ら
せ
た

り
、公
園
の
清
掃
活
動
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
三
町
内
で
実
施

　

現
在
、モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
次
の
三
つ

公
園
管
理
を「
協
働
」で

　

市
内
に
十
九
カ
所
あ
る
都
市
公
園
。

そ
の
管
理
は
市
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、今

年
四
月
か
ら
は
、そ
の
一
部
を
地
元
町
内

会
が
行
っ
て
い
ま
す
。町
内
の
皆
さ
ん
と

市
が
協
力
し
合
い
、よ
り
き
れ
い
で
親
し

ま
れ
る
公
園
に
し
よ
う
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、自
主
的
に
公
園
清
掃
な

ど
を
行
っ
て
い
た
町
内
会
も
あ
り
ま
す
が
、

今
年
度
か
ら
は
市
と
の
委
託
契
約
と
い

う
形
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

管
理
を
引
き
受
け
た
地
元
町
内
会
は
、

身
近
で
愛
着
の
あ
る
公
園
を
日
ご
ろ
か

職場
紹介

公
益
活
動

今
年
二
月
、
市
は
「
協
働
推
進
の
た
め
の
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
主
導
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、

公
募
に
よ
る
策
定
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
検
討
を
重
ね
た
も
の
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

市
民
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
課
題
解
決
や
目
的
達
成
を
目
指
す
「
協
働
」
の
具
体
的
な
取
り
組
み
例
を
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ  新しい市役所づくり

※協働の推進についての詳しい内容は、市のホームページでも見ることができます。詳しくは、総務課行政協働室へ。�内線215・218

▲市庁舎施設の環境整備



広  報 6. 9  2005�

協働のまちづくり

の
町
内
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
中
心
部
に
位
置
し
、桜
や
ア
ジ
サ

イ
の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
最
上

公
園
は
御
堀
端
自
治
会（
代
表
・
阿
部
他

人
吾
さ
ん
）、市
内
有
数
の
住
宅
地
で
あ

る
桧
町
に
あ
る
小
檜
室
一
号
公
園
は
桧

町
町
内
会（
代
表
・
押
切
守
さ
ん
）、市
街

地
北
部
に
位
置
す
る
中
道
町
に
あ
る
中

道
公
園
は
中
道
町
町
内
会（
代
表
・
須
藤

四
郎
さ
ん
）が
、市
と
協
力
し
合
っ
て
公
園

の
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

「
協
働
」の
輪
を
広
げ
ま
す

　

町
内
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
観
光
で
訪

れ
る
お
客
さ
ん
も
多
い
た
め
、き
れ
い
な

公
園
で
気
持
ち
良
く
過
ご
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」「
今
ま
で
も
町

内
会
で
管
理
し
て
き
た
の
で
、引
き
続
き

町
内
の
公
園
と
し
て
き
れ
い
に
し
て
い
き

た
い
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
今
後
も
、各
町
内
の
皆
さ
ん
の
自

発
的
な
取
り
組
み
と
協
力
を
得
な
が
ら
、

公
園
管
理
に
つ
い
て
市
民
と
市
と
の「
協

働
の
輪
」を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、都
市
整
備
課
整
備
管
理

室
へ 

�
内
線
5
2
5

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、春
は
、花
見
シ
ー

ズ
ン
に
合
わ
せ
た
場
内
案
内
板「
お
花
見

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」や
休
憩
い
す
の
設
置
、最
上

地
域
の
植
物
を
紹
介
す
る「
春
の
山
野
草

展
」な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、園
内
に

三
十
種
類
以
上
あ
る
樹
木
に
紹
介
名
札

を
つ
け
た
り
、正
門
前
に
花
を
植
え
た
り
し

て
美
化
活
動
を
し
て
い
ま
す
。玄
関
と
建

物
内
に
は
活
動
紹
介
の
掲
示
板
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

夏
に
は
、子
ど
も
た
ち
に
自
然
に
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と「
夏
休
み
昆
虫
セ
ミ
ナ
ー

と
セ
ミ
の
幼
虫
さ
が
し
」を
開
催
。昨
年
は
、

バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
バ
イ

オ
マ
ス
セ
ミ
ナ
ー「
ち
び
っ
こ
寺
子
屋
パ
ー
ト

2
」を
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、旧
蚕
糸
試
験
場
の
歴
史
を
紹
介

す
る
た
め
、元
職
員
の
方
々
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
、当
時
使
っ
て
い
た
道
具
や
カ
イ
コ

に
関
す
る
も
の
な
ど
の
展
示
品
に
説
明
を

つ
け
、ど
う
い
う
も
の
な
の
か
わ
か
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、み
ん
な
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
意
見
交
換
会
）を
行
い
な
が
ら
、で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
事
を
実
践
し
て
い

ま
す
。会
員
は
四
十
人
で
、参
加
す
る
の
は

毎
回
十
人
か
ら
二
十
人
く
ら
い
で
す
。活

動
へ
の
参
加
は
自
由
で
、今
の
と
こ
ろ
会
費

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
新
庄
」は
、

原
蚕
の
杜
に
と
ど
ま
ら
ず
、広
く
地
域
社

会
に
展
開
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
、一
緒

に
心
地
良
い
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
活
動
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
／
事
務

局
・
荒
澤��0

9
0
‐
5
8
4
8
‐
6
2
6
8

▲御堀端自治会による春の公園清掃（4月23日／最上公園）

▲桧町町内会によるトイレ清掃
　（5月15日／小檜室1号公園）

▲中道町町内会による公園清掃（5月15日／中道公園）

▲ちびっこ寺子屋で昆虫セミナー（昨年8月／原蚕の杜）

※市は今後、「協働推進のための
指針」を具体的に進めるため職員
の意識づくりや公益活動への支援
を行っていきます。
　
●市民プラザコミュニティールーム
を、公益活動を行う個人・団体の
交流・情報交換の場として活用し
ます。また、「公益活動に関する相
談」を7月から定期的に行います。
○とき  原則毎月第2・4水曜日午
後1時～4時　○ところ  市民プラ
ザ1階コミュニティールーム
◎市民プラザ�22-4200

協働とは
市民・企業・行政が共通の目的を達成
するため、お互いの特性を認識・尊重し
合い、意思を通わせながら共通する課題
の解決に向けて協力・協調し合うこと
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総合型地域スポーツクラブ
市民説明会を開催します
～新しい地域スポーツクラブに向けて～

　だれでも身近にスポーツを楽しめる総合型地域スポー
ツクラブは、全国各地で設置の流れが加速しています。県
内でも、平成8年に鶴岡市、14年に金山町、16年に尾花
沢市でクラブを設立しています。
　新庄市では、今年1月に「新庄21地域スポーツクラブ
設立準備委員会」を設立し、日常生活にスポーツを取り
入れた新たなライフスタイルを普及させようと、本格的な
スポーツクラブ設立に向けた事業を進めています。
　今回の説明会では、クラブ会員による体験発表や先進
地でクラブ運営に携わる方の体験談を聴きながら、新庄
でのスポーツクラブ設立の取り組みについて考えます。
●対　象 どなたでも
 （入場無料、当日会場へ直接どうぞ）
●と　き 6月27日�午後6時～8時（受付5時30分から）
●ところ 市民プラザ3階小ホール
●内　容 クラブ体験発表、先進地事例紹介（講師／鶴

岡市民健康スポーツクラブ・鎌田博子氏）
◎詳しくは、生涯スポーツ課（体育館）へ。

�22‐0681ファクス22‐0691

　肝臓は血液中の物質をよい状態に保つための大切な働
きをしており、栄養の代謝や貯蔵、解毒作用や胆汁の生産を
行っています。肝臓は我慢強く弱音を吐かない働き者で、
“沈黙の臓器”と呼ばれています。その理由は、①肝臓が健
康なときには全体の20～30％しか働かず予備能力が高い、
②肝臓を切除しても残りの肝細胞で再生できる、③内部に
神経が通っていないので障害に気づきにくいためです。
　肝臓の病気の約80％はウィルス肝炎で、他に脂肪肝やア
ルコール性肝障害があります。病気の初期は自覚症状が現
れにくいため、その発見にはGOT・GPT・γ― GTP検査な
どの血液検査が有効です。16年度の市基本健診・人間ドッ
クを受けた女性約3000人の11. 3％、男性約2100人の
33. 5％に血液検査に異常がみられました。
　肝臓の病気には飲酒や食事などの生活習慣が大きく関
係します。肝臓を守るためには、①良質のたんぱく質とビタミ
ンをとりアルコールや脂肪・塩分を控え食べ過ぎに注意する、
②適度に休養をとる、③適度に運動する、④余分な薬は飲
まない、⑤ストレスをためない、⑥便秘に注意する、⑦たばこ
をやめる、など肝臓にやさしい生活を心がけましょう。また、
健診で異常があったときは、受診して健康管理しましょう。
◎詳しくは、健康課健康推進室へ。�内線513～516

まちづくり 健康メモ

“沈黙の臓器”肝臓を大切に！

◎いずれも詳しくは、環境課環境保全室へ。　�内線431・432

　今年3月に条例が改正され、7月1日使用分から、火葬場（新

庄・最上さくらが丘斎苑）の使用料が下記のように変わります。

　火葬場は新庄市と最上町が共同で使用しており、現在1体に

つき約3万円（29, 849円＝15年度）の経費がかかっています。

負担の適正化を図るため、市民の皆さまに経費の約1/ 3をご負

担いただくものです。ご理解･ご協力をお願いいたします。

　

※「火葬」の申請先は市民課、「焼却」の申請先は環境課です。

使用料は、火葬場使用申請時に納めてください。

※新庄市民以外の人が使用する場合は別料金となります。

火葬場使用料変更のお知らせ
～平成17年7月1日使用分から～

　㈱平井精密山形工場からシアン化合物が流出した一連の事

故（5月13日発覚）について、市民の皆さまにはたいへんご心配を

おかけしています。現在、市は県と連携して、一日も早く安心・安全

だといえるよう対応しています。㈱平井精密では住民説明会を行

い、住民の不安解消に向け水質検査の範囲を広げ、5月28日

現在、飲用井戸500戸（新庄市420戸、鮭川村80戸）、農業用

水等14カ所（新庄市12カ所、鮭川村2カ所）、河川水（12河川・

13地点）などの水質検査を実施しています。緊急的に行った周辺

住宅の飲用井戸（22戸）や、周辺の堤（6カ所）などから採水した

ものも含め、これまでシアンは検出されておりません。

　県では、水質汚濁防止法の規定に基づき、汚水等の処理・地

下浸透したシアン含有液の処理対策・社内の安全管理対策等

について改善を命じています。今後の対応として地下水への影響

を継続的に監視するため、モニタリング調査による定点監視を行う

とともに、改善の実施指導をはかっています。市でも、公害防止協

定の見直しを行い、事故の再発防止に努めてまいります。なお、最

上保健所と市健康課では、健康相談窓口を開設しています。

平井精密山形工場シアン化合物
流出事故の対応について

現　　行7月1日から区　　　分

無　料10,000円1 3 歳 以 上
火　

葬

無　料7,000円1 3 歳 未 満

無　料5,000円3 歳 未 満

無　料5,000円死 胎

無　料5,000円肢 体
焼　

却
2,000円2,000円汚 物

5,000円5,000円小 動 物
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○
月
○
日

　

い
よ
い
よ
二
〇
〇
五
年
の
上
野
鈴
本
演

芸
場
で
の
お
正
月
興
行
で
す
。
わ
た
し
の

出
番
は
夜
七
時
。
毎
年
立
ち
見
が
出
る

盛
況
ぶ
り
で
す
。
ど
う
し
て
普
段
は
、
来

な
い
の
か
な
、
と
思
う
く
ら
いいっ
ぱ
い
で
す
。

こ
の
世
界
に
入
っ
て
三
十
四
年
目
で
す
が
、

ど
う
正
月
を
過
ご
し
て
い
た
の
か
な
、
と

思
う
と
な
つ
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
十
九
歳
で
噺
家
を
夢
見
て
上
京
し

ま
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
新
庄
に
い
た
ら
、

き
っ
と
こ
た
つ
に
入
り
な
が
ら
酒
で
も
飲

ん
で
い
た
の
か
な
？

　

△
月
△
日

　

今
日
は
、
新
庄
出
身
の
先
輩
の
そ
ば
屋

さ
ん
で
の
年
四
回
の
定
期
落
語
会
で
す
。

お
客
さ
ま
は
二
十
五
名
。
も
ち
ろ
ん
郷

里
出
身
の
お
客
さ
ま
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
打
ち

上
げ
で
は
、

当
然
、
新
庄

の
話
に
花
が

咲
き
ま
す
。

わ
た
し
に

と
っ
て
は
、

仕
事
と
い
う

よ
り
郷
里

会
と
い
っ
た

感
じ
が
し
ま
す
。
遠
く
に
住
ん
で
い
る
と
、

よ
〜
く
新
庄
の
良
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
や
は
り
人
情
で
し
ょ
う
。
だ
っ

て
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
会
を
開
い
て
く
れ

る
ん
だ
か
ら
・
・
・
。

　

×
月
×
日

　

岐
阜
の
郡
上
八
幡
へ
。
こ
の
地
は
、
郡

上
お
ど
り
で
大
変
に
有
名
な
所
で
す
。

毎
年
行
き
ま
す
が
、
地
元
の
方
は
こ
の
踊

り
の
話
で
持
ち
切
り
で
す
。
し
か
し
わ

が
ふ
る
さ
と
に
も
、
全
国
に
誇
る
「
新
庄

ま
つ
り
」
と
い
う
、
素
晴
ら
し
い
お
ま
つ
り

が
あ
る
ん
で
す
よ
と
言
っ
た
ら
、
機
会
が

あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
見
た
い
と
・
・
・
。
少
し
は

Ｐ
Ｒ
で
き
た
か
な
。

　

□
月
□
日

　

某
百
貨
店
に
て
落
語
会
。
わ
た
し
た

ち
の
商
売
は
、
座
布
団
一
枚
あ
れ
ば
ど

こ
で
も
で
き
る
仕
事
で
す
。
客
席
か
ら

「　

山
」
と
本
名
を
呼
ぶ
声
が
。
な
ん
と

高
校
の
同
級
生
で
し
た
。
び
っ
く
り
。
世

間
は
狭
い
も
の
で
す
ネ
。

　

◎
月
◎
日

　

年
に
五
回
の
勉
強
会
。
ネ
タ
は
「
長
屋

の
花
見
」
。
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
最
上
公
園

の
桜
が
頭
に
浮
か
び
、
あ
ー
、
や
は
り
ふ

る
さ
と
は
いい
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま

し
た
。
新
庄
万
歳
！

ふ
る
さ
と 
へ 
の
思
い

　「新幹線が新庄に延伸された時、交流人口が増えて

新庄・最上地域の情報があればいいなぁと思いサイトを

開設しました」と語る佐藤さんは、平成十年、市などが

主催した夢空間リフレッシュ事業で起業家として携帯電

話などを取り扱う店を開業。インターネットタウン情報

“ん・だ★じゅ”（http://www.ndaju.co.jp）やフリー

ペーパーを通して新庄・最上の情報を発信しています。

　「5年前に開設したころは1日30件くらいのアクセス

でしたが、今は300～350件くらいに増えました。イン

ターネット上では、たくさんの人がこの地域の情報を紹

介しています。また、ホームページを開設している人の

中には、自分で何かをしていてホームページをその表現

の場としている人がたくさんいます。新庄・最上地域で

も素晴らしい実力を持ち、歌手・写真家・モデルなどを

目指してがんばっている人たちがいます。このような情

報を集め、多くの人に見て知ってもらう機会を増やすた

め、新庄・最上の情報検索サイト“ん・だ★じゅ”の中で

“出る 杭 応援プロジェクト”を開設しました。
くい

“新庄は何もおもしろいことがない”とよく聞きますが、

“何もない”ではなく“何かあるだろう”と思ってやっ

ています。わたしは“ん・だ★じゅ”を通して新庄・最上

のたくさんの人と知り合いになりました。この人たちと

のネットワークにより 、わたしがしたいと思っていたこ

とが立ち消えせずに実現の方向に向かっています。“何

もできない”ではなく、“何ならできる”と考え、思った

ことを口に出すことが大切だと思います。地域にはさま

ざまな考えを持つ人がいて、みんなでアイデアを出し

合うと結構おもしろいことができます。わたしのところ

にはそんな情報がたくさん集まります。

　将来は隠れた新庄・最上の逸材を探し出し、その人た

ちを使った企画を運営したいと思います。いろんな声

が集まって、人と人がつながっていくことで大きな動き

になり、にぎわいが生まれてくると思います。新庄も捨

てたものではな

いとわ たしは

思っています」

と語る佐藤さん

には、まちを活

気づけたいとい

う熱い思いが感

じられます。

�
新
庄
藩
江
戸
家
老 

柳
家 
〆
治
さ
ん

（ 
落 
語 
家 
）

声が集まり
にぎわいが生まれる

佐藤やすしさん（沼田町）

高 
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元気いっぱい歌と踊り
新庄市認証保育所合同おたのしみ会が

開かれ、子どもたちが合唱や遊戯を披露

しました。「認証保育所制度」は、一定の

基準を満たす認可外保育所を市が認証

する独自の制度で昨年4月スタートしたも

の。今回、お祝いを兼ねて認証保育所連

絡協議会が企画しました。出演した6つ

の認証保育所の子どもたちが元気いっぱ

いに歌や踊りを披露すると、その愛らしさ

に大きな拍手が送られていました。

伝統の田植え競技会
農工一体の特色ある学校としてスペシャリ

スト養成を目指す新庄神室産業高校で

毎年恒例の田植え競技会が開催されまし

た。競技会は、旧新庄農高で行われ新庄

工高と統合後も続く伝統行事。今年は、新

たな種目として「鉄人レース」や「どろんこバ

レー」も登場。20分間に2アール植え、その

技術を競う田植え競技では、声援の中、熱

いクラス対抗戦が繰り広げられました。

街を明るく照らして
明るく住みよい街づくりに活用してもらいた

いと東北電力㈱が市に街路灯15基を寄

贈しました。これは社会貢献活動の一環

として、東北各県と新潟県の各市町村に

毎年実施しているもの。いただいた街路

灯は、市内各地の安全･防犯に役立って

います。

250年祭用御神燈
新庄まつり250年祭を盛り上げようと、新庄

商工会議所が御神燈を製作しました。五

穀豊穣のため始まった新庄まつりの歴史

になぞらえ、地域活性化の願いを込め250

年祭協賛事業として福祉施設「友愛園」

に委託し製作することになったもの。関係

者は、まつり本番で多くの軒先に飾られる

よう期待しています。問い合わせは新庄

商工会議所へ。（電話22‐6855）

▲認証保育所合同おたのしみ会（5月14日／ゆめりあ）

▲田植え競技会（5月27日／新庄神室産業高校）

▲26人が参加した陣ヶ峰・春の里山散策ツアー
（5月5日）

▲市に街路灯の寄贈（5月25日／市役所）

▲転倒骨折・筋力低下予防体操（5月25日／
保健センター）

▲新庄まつり250年祭用御神燈
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クリテリウム新庄大会
第13回クリテリウム新庄大会が開催され

ました。クリテリウムは他の交通から遮断さ

れたコースで行われる自転車ロードレー

ス。今年は、7歳から62歳まで157人がエン

トリー。ゴールを目指し、健脚とコーナーリ

ング技術を競い合いました。

山大オープンキャンパス
新庄・最上地域を山形大学のキャンパス

と位置づけ、地元と連携して教育研究活

動を展開する「山形大学エリアキャンパス

もがみ」が4月スタートしました。これを記

念して移動式オープンキャンパス「やって

きました大学祭」が開催されました。オー

プニングセレモニーでは日新小学校鼓笛

隊がゆめりあから市民プラザまでパレード。

大学サークルの発表やサイエンスセミナー、

ライブ＆トーク、合同お茶会、留学生によ

る料理教室などに多くの人が訪れ大学生

などとの交流を楽しみました。

▲第13回クリテリウム新庄大会（5月5日／中核工業団地）

▲山形大学オープンキャンパスで“ちゃれんこ”とサークルの合同ダンス（5月21日～22日／市民プラザ）

▲「南極の石と氷にさわってみよう」 ▲日新小鼓笛隊によるオープニングパレード

■第13回クリテリウム新庄大会
【小学生男子の部】③吉田和志（沼田）④堤大
樹（北辰）【中学生女子の部】①遠藤桂花（明
倫）【一般女子の部】①三嶋花子（新庄神室産
業高）③菅原幸恵（新庄神室産業高）
■最上地区中学校駅伝
【男子（6区間）】③萩野（伊藤拓也、山科拡也、
安達武志、小野敬輝、横山祥吾、田口嗣大）⑥
明倫（斎藤廉、今田敏文、齋藤吹雪、多勢康貴、
澤野裕大、大山廉）【女子（5区間）】②萩野（五
十嵐真紀、齋藤里香、小野未来、早坂三鈴、奥
山歩）④明倫（高橋怜子、武田汐莉、阿部早希
子、津藤恵、阿部加奈）
■わんぱく相撲もがみ場所
【4年生の部】①小嶋一世（萩野）③新楯広大
（北辰）【6年生の部】①加藤拓（本合海）②横山
宙紀（北辰）
■第17回新庄市文化団体会議功労賞
小屋重治（栄町）阿部他人吾（堀端町）佐藤暁
（松本）

てえたたを光栄

▲サークルのパフォーマンスに大喜び ▲外国人留学生による料理教室
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イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです

しっかり止まって  はっきり確認
～高齢者などを交通事故から守りましょう～

◎山形県交通安全対策協議会

　

バ
ス
で
鶴
岡
市
周
辺
の
歴
史
史

料
を
訪
ね
ま
す
。

▼
対
象 
ど
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�
午
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庄
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史
史
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友
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医
療
事
務
講
習（
3
カ
月
間
）と

職
場
実
習（
1
カ
月
間
）に
よ
り
若

者
の
求
職
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象 　

歳
以
下
の
求
職
者
・
未
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就
職
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▼
と
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7
月
1
日
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〜
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日
�

10
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▼
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こ
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新
庄
コ
ン
ピ
ュ
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タ
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門
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校
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・
薬
局

▼
内
容 
医
療
事
務
、パ
ソ
コ
ン
の

ワ
ー
ド
・エ
ク
セ
ル

▼
受
講
料 
無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
） 
▼
定
員 　

人
20

▼
申
し
込
み 
6
月　

日
�
ま
で
ハ

17

ロ
ー
ワ
ー
ク
新
庄
へ

▼
選
考
会 
6
月　

日
� 

24

�
雇
用
能
力
開
発
機
構
山
形
セ
ン
タ
ー

��
0
2
3
―

6
4
7
―

0
3
0
3

第　

回
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

17
▼
と
き 
7
月
2
日
�
午
前
9
時

〜
午
後
3
時 
▼
と
こ
ろ 
市
体
育

館 
▼
種
目 
ペ
タ
ン
ク
、ダ
ー
ツ
、フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど 
▼
参
加

費 
無
料 
▼
定
員 　

人
50

▼
申
し
込
み 
6
月　

日
�
ま
で

24

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
と
き 
7
月
7
日
�
、8
月　

日
31

�
午
前
9
時　

分
〜

30

▼
と
こ
ろ 
市
体
育
館

▼
内
容 
ペ
タ
ン
ク
、ダ
ー
ツ
、フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど

▼
受
講
料 
1
5
0
円（
保
険
料
） 

▼
定
員 　

人
50

▼
申
し
込
み 
随
時

カ
ラ
オ
ケ
教
室

▼
と
き 
7
月
4
日
�
、8
月
1
日

�
、9
月
5
日
�
午
前
9
時　

分
30

〜　

時　

分

11

30

▼
と
こ
ろ 
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料 
無
料 
▼
定
員 　

人
30

▼
申
し
込
み 
随
時 

�
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

��　
―

2
6
3
8

22

▼
対
象 
母
子
家
庭
の
親
子

▼
と
き 
6
月　

日
�
午
前
8
時

26

　

分
市
役
所
前
集
合
〜
午
後
4

45時　

分 
▼
内
容 
秋
田
ふ
る
さ
と

30
村
で
手
作
り
体
験

▼
参
加
費 
大
人
5
0
0
円
、小
学

生
3
0
0
円
、幼
児
2
0
0
円

▼
申
し
込
み 
6
月　

日
�
ま
で 

20

�
市
母
子
寡
婦
福
祉
協
会

��　
―

2
6
3
8

22

　

生
ご
み
は
資
源
で
す
。燃
や
さ
な

い
で
た
い
肥
化
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き 
6
月　

日
�
午
後
2
時

25

〜
4
時 
▼
と
こ
ろ 
わ
く
わ
く
新

庄 
▼
内
容 
ビ
デ
オ
上
映
、た
い
肥

づ
く
り
の
実
演

▼
講
師 
会
田
節
子
氏（
N
P
O
法

人
・
有
機
農
産
物
普
及
・
堆
肥
化

推
進
協
会
） 
▼
参
加
費 
無
料（
当

日
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
） 

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
バ
イ
オ
マ
ス
も
が
み
の
会

��　
―

8
3
1
9

28

▼
対
象 
県
内
在
住
の
成
人
で
地

域
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
人

募集

野
外
講
座

ふ
る
さ
と
古（
い
に
し
え
）学

Ｏ
Ａ
経
理
事
務
科

市
内
在
住
の
障
害
者
の
方
へ

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か

母
子
会「
親
子
の
集
い
」

生
ご
み
は
宝
だ
！
第
2
弾

た
い
肥
づ
く
り
教
室

　日本脳炎ワクチンの使用と重症の
急性散在性脳脊髄炎（ADEM）に因
果関係があると厚生労働省が認定し
たことから、日本脳炎の定期予防接種
を中止します。
◎詳しくは、健康課健康推進室へ。  

�内線514・516

日本脳炎予防接種の中止

　雪害救済運動発祥の地・新庄から“雪

の代議士”松岡俊三の奮闘と雪調実現に

熱く燃えた新庄の青年たちを語ります。

○と    き　7月1日�～11月6日�

○ところ　雪の里情報館  第5展示室

◎入場無料です。詳しくは雪の里情報館

へ。  �22-7891

第15回特別企画展

雪害救済運動の父
松岡俊三代議士

○対  象 小学校4年生以上（先着40人）

○と    き 7月3日�午前6時市役所前集

合（午後6時新庄到着予定）

○コース 一般コース／滝ノ小屋～河原

宿小屋～月山森、健脚コース／河原宿

小屋～大雪渓～伏拝岳

○参加費 3, 000円（保険料など）

○持ち物 昼食、水筒、雨具、着替えなど

○申し込み  6月22日��まで参加費を添

えて市体育館または市民相談室へ

◎詳しくは、生涯スポーツ課�22-0681、

市民課市民相談室�内線125へ。

午前9時～午後7時（19日は午後3時まで）○市民プラザギャラリー◎市民プラザ�22-4200

第47回市民登山会

鳥海山・河原宿

地
域
づ
く
り
レ
ポ
ー
タ
ー

　掃除中は水道を使用しないでください。
水のくみ置きと火の用心もお忘れなく。
○とき  6月22日�～7月1日�
○断水時間  午後10時～翌朝３時
※該当地区にはチラシを配布します。
◎詳しくは、水道課給水・施設整備室
へ。  �23-6111

医
療
事
務
実
務
科

（
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
訓
練
）

水道管掃除のため
一時断水します
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お・知6月の

▼
期
間 
7
月
1
日
〜　

年
6
月

19

　

日（
2
年
間
）

30▼
内
容 
河
川
・
国
道
・
ダ
ム
・
港
湾

へ
の
地
域
住
民
の
要
望
の
収
集
・
報

告
、特
定
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
感

想
・
意
見
、意
見
交
換

▼
定
員 　

人
程
度

40

▼
応
募
期
限 
6
月　

日
� 

30

�
山
形
河
川
国
道
事
務
所

��
0
2
3
―

6
8
8
―

8
4
2
1

▼
団
地
名 
若
葉
東
ア
パ
ー
ト
2
号

棟（
2
戸
） 
▼
家
賃 
1
5
、9
0
0

円
〜
2
6
、4
0
0
円

▼
募
集
期
間 
6
月　

日
�
〜　

20

24

日
�
午
前　

時
〜
午
後
4
時　

分

10

30

※
入
居
資
格
、優
遇
措
置
が
あ
り

ま
す
。  

�
山
形
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

最
上
事
務
所 

��　
―

3
1
1
6

23

▼
6
月　

日
�
新
庄
も
が
み
農
協

20

昭
和
支
店
前
＝
午
前
9
時
〜　

時
10

　

分
／
同
塩
野
倉
庫
前
＝
午
前　

15

10

時　

分
〜　

時

30

11

▼
6
月　

日
�
新
庄
も
が
み
農
協

23

萩
野
支
店
中
央
倉
庫
前
＝
午
前
9

時
〜　

時
、午
後
1
時　

分
〜
3

11

30

時▼
6
月　

日
�
新
庄
市
農
協
東

24

部
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
＝
午
前
9
時

〜　

時
／
同
仁
間
倉
庫
前
＝
午
後

11
1
時
〜
3
時

▼
料
金 
1
㎏
に
つ
き　

円 
45

�
農
林
課
農
林
振
興
室　

��
内
線
2
6
9

▼
期
日 
7
月　

日
��
▼
告
示 
7

10

月
3
日
��
▼
立
候
補
受
付 
午
前

8
時　

分
〜
午
後
5
時
／
市
役

30

所
3
階
議
員
協
議
会
室

▼
立
候
補
予
定
者
説
明
会 
6
月

　

日
�
午
後
1
時　

分
〜
／
市

22

30

民
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル　
 

�
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

��
内
線
4
2
1

▼
物
件 
宅
地
な
ど
約　

件
17

▼
閲
覧 
6
月
3
日
�
〜
7
月
7

日
�
ま
で 
▼
入
札
期
間 
6
月　
30

日
�
〜
7
月
7
日
�

▼
開
札 
7
月　

日
� 

14

�
山
形
地
方
裁
判
所
新
庄
支
部

 
��　
―

0
2
6
5

22

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

ビ
ニ
ー
ル
の
回
収

お知らせ

　児童手当を受給している人は、現況届
を忘れずに提出してください。提出されない
と6月以降の手当が受給できなくなります。
○対象者  小学3年生以下の子どもの保
護者（対象者には6月中旬に通知します）
○受付期間  6月17日�～23日�の
平日午前8時30分～午後5時、6月24
日�～30日�の平日午前8時30分～
午後7時30分
○提出先  福祉事務所児童支援室
※未請求者の受付は随時行っています。
◎詳しくは、福祉事務所児童支援室へ。
  �内線547

児童手当の現況届を忘れずに

　松本地内の国道47号において下水道
工事を行っています。期間中は交通渋滞
が予想されますが、工事にご協力ください。
○工事期間　8月10日�まで
○交通規制　終日片側交互通行
◎詳しくは、下水道課施設整備室へ。  

�23-5100

下水道工事のお知らせ

�

�と    き 6月25日�午後2時～3時30分
�ところ 市民プラザ小ホール
�内  容 「新庄藩と酒田商人 ・鐙屋（あぶみや） 」
�講  師 梅津保一氏（山形史学研究会副会長）
�資料代  300円（当日）
◎直接会場へどうぞ。詳しくは、最上地域史
研究会（市民プラザ）へ。  �22-4200

　

 

　市内のコーラスサークルや小・中・高校の
合唱部が美しい歌声を響かせます。
�と    き  6月25日�午後2時開演
�ところ 市民文化会館大ホール
◎入場無料です。詳しくは、市民文化会館
へ。  �22-7029

　
 

�と    き  6月26日�午後1時開演
�ところ 市民プラザ大ホール
◎入場無料です。詳しくは、新庄おどり睦会・
高橋へ。  �22-3318

　
 

�と    き  6月23日�～25日�
午前9時～午後6時

�相談電話  0120-154052（フリーダイヤル）
◎相談無料です。詳しくは、連合山形へ。  

�023-625-0555

　
 

�と    き 6月24日�午前10時～午後3時
�ところ 市役所西庁舎市民相談室分室
�内  容 所得税、消費税、相続税、資産の
譲渡などの国税について
�応  対 仙台国税局税務相談室酒田分室
◎詳しくは、税務課課税室へ。   �内線142

　

 

�対  象 60歳以上の人
�と    き  6月26日�午前9時～午後3時
�ところ 老人福祉センター
◎事前予約が必要です。詳しくは、老人福祉
センターへ。  �23-3077

最上地域史研究会講演会

第30回 サマーコーラス
フェスティバル

第25回 民踊のつどい

パート・派遣労働、労働相談

出張無料税務相談

はり・きゅう・マッサージ
無料相談・治療

催し
など

山菜採り  行先告げて  無理せずに
○一人での入山は危険です

○知らない山には絶対に入らない
◎最上地区山岳遭難対策委員会

山形大学地域教育学部絵画・版画作品展○6月13日�～19日�

県
営
住
宅
入
居
者

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

不
動
産
の
競
売

たは半額が免除される制度があります。また
30歳未満の人の納付猶予制度も新しく創
設されました。いずれも申請は毎年必要です。
◎詳しくは、社会保険事務所�22-2050、
市民課国民年金室�内線134へ。 

　前年の所得が一定基準以下で、収入の
減少や失業などで保険料を納めることが困
難になった場合、申請により保険料の全額ま

国民年金保険料の免除

下水道工事箇所 下水道工事箇所 

新庄神室 
産業高校 
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体
を
動
か
す
機
会
が
減
っ
て
い
る
現

代
社
会
に
お
い
て
、心
身
と
も
に
よ
り

豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
ス
ポ
ー
ツ
は

ま
す
ま
す
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
プ
ラ
ン
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
年

代
や
目
的
に
応
じ
、市
民
一
人
ひ
と
り

が
自
主
的
・
主
体
的
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
取
り
組
み
親
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

創
設
と
育
成

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
環
境
を
住

民
自
ら
の
力
で
つ
く
り
育
て
て
い
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、障

害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、み
ん
な
で

手
を
取
り
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
楽

し
さ
を
共
有
で
き
ま
す
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
」と
い
う
視
点

か
ら
、「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で

も
、い
つ
ま
で
も
」ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

は
、指
導
者
の
存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

体
育
協
会
、体
育
指
導
員
な
ど
と
連
携

し
指
導
体
制
を
強
化
す
る
ほ
か
、地
域

に
潜
在
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
発
掘
や「
指
導
者
バ
ン
ク
登
録

制
度
」を
導
入
し
、指
導
体
制
を
充
実
し

て
い
き
ま
す
。

学
校
部
活
動
へ
の
支
援

　

学
校
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

を
図
る
に
は
、指
導
者
の
力
が
と
て
も

重
要
で
す
。児
童
・
生
徒
の
興
味
や
関
心

に
応
え
指
導
を
行
う
た
め
、教
員
や
部

活
動
に
対
す
る
支
援
体
制
を
積
極
的
に

推
進
し
ま
す
。そ
の
た
め
社
会
体
育
指

導
員
や
体
育
協
会
、競
技
団
体
と
の
連

携
を
図
り
、学
校
の
部
活
動
に
外
部
指

導
者
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

 
（
教
育
委
員
会
）

ク
ラ
ブ
の
創
設
を
目
指
し
ま
す
。

※
目
標
＝
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
設
置（
二
十
二
年
度
／
三
カ
所
）

年
代
や
体
力
に
応
じ
た

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

環
境
を
つ
く
る
に
は
、一
人
ひ
と
り
の

主
体
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
取
り
組

み
が
大
切
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
年
代
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動

が
重
要
で
す
。幼
児
・
小
学
生
の
時
期
か

ら
中
学
生
・
青
年
・
壮
年
、そ
し
て
中
高

年
へ
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
お
い
て
、

年
齢
・
技
術
・
体
力
・
能
力
に
応
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
を
拡
充
し
ま
す
。

　

ま
た
、小
学
校
や
各
町
内
へ
指
導
者

を
派
遣
す
る「
出
前
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」を

開
催
し
、市
民
の
積
極
的
な
ス
ポ
ー
ツ

活
動
へ
の
関
わ
り
を
促
進
し
ま
す
。

※
目
標
＝
成
人
の
週
一
回
以
上
の
ス
ポ
ー

ツ
実
施（
二
十
二
年
度
／
実
施
率
五
十
％
）

指
導
者
の
確
保
・
養
成

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
推
進
す
る
た
め
に

「
将
来
を
見
す
え
た
人
づ
く
り
」

「
い
の
ち
輝
く
新
庄
も
み
の
木
教
育
プ
ラ
ン　

」は
、平
成
十
七
年
か
ら

21

二
十
六
年
度
ま
で
十
年
間
に
わ
た
る
市
の
長
期
教
育
プ
ラ
ン
で
す
。

今
回
は
、計
画
が
目
指
す
、だ
れ
も
が
生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

市
史
編
さ
ん
室
に
、一
件
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
。新
庄
藩
主
戸
沢
家
に
、

旧
伊
勢
崎
城
主
・
酒
井
家
の 
錦 
姫
が
嫁

に
し
き

い
で
い
な
い
か
、と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

本
シ
リ
ー
ズ
の
最
初
に
書
い
た
よ
う

に
、藩
主
の
奥
方
と
い
え
ど
も
、家
系
図

な
ど
に
名
前
や
出
自
が
記
さ
れ
て
い
る

の
は
珍
し
く
、新
庄
藩
主
の
家
系
図
に

も
そ
の
よ
う
な
名
を
見
つ
け
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、戸
沢
家
に
酒
井
家
か
ら
嫁

い
だ
女
性
で
、か
な
り
具
体
的
な
こ
と

が
わ
か
る
女
性
が
ひ
と
り
い
る
。既
に

封
建
時
代
で
は
な
い
の
で
、藩
主
に
嫁

い
だ
奥
方
と
は
言
え
な
い
が
、戸
沢
家

の
十
三
代
当
主
に
当
た
り
、新
庄
市
の

二
代
目
市
長
を
務
め
た
戸
沢 
正　
 
夫
人

ま
さ
お
と

の 
錦
子 
氏
で
あ
る
。名
前
も「
錦
」で
あ

き
ん
こ

り
、問
い
合
わ
せ
の「
錦
姫
」が
和
歌
に

堪
能
な
姫
だ
と
い
う
こ
と
に
も
符
合
す

る
。錦
子
夫
人
も
和
歌
を
佐
々
木
信
綱

に
学
び
、『
桂
歌
集
』と
い
う
歌
集
を
出

し
て
い
る
の
で
あ
る
。た
だ
、時
代
が
大

正
か
ら
昭
和
に
な
る
の
で
、問
い
合
わ

せ
の
時
代
と
合
わ
な
い
。

　

ふ
と
、現
在
の
戸
沢
家
ゆ
か
り
の
方

が
手
書
き
で
作
成
し
た
と
い
う
、十
一

酒
井
家
か
ら
嫁
い
だ

ふ
た
り
の
錦
姫

▲スポーツクラブ試行事業でのウォーキング講座

新庄市の教育 ― 生涯スポーツ

乙 
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BOOKS
NOW!

～図書館はオアシス～ 

今月のおすすめ

か
れ
ま
し
た
。

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

は
、個
人
だ
け
で
な
く
町
内
を
あ
げ
て

取
り
組
み
、健
康
福
祉
の
維
持
向
上
を

目
指
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

代
藩
主 
正
実 
公
以
降
の
戸
沢
家
の
家
系

ま
さ
ざ
ね

図
を
見
て
み
た
。な
ん
と
、正
実
公
の
最

後
の
奥
様（
版
籍
奉
還
前
の
新
庄
藩
主

時
代
、二
人
の
奥
方
と
離
縁
し
て
い
る

こ
と
ま
で
は
、記
録
に
残
っ
て
い
る
）の

名
前
が「
き
ん
」と
あ
り
、酒
井
家
か
ら

嫁
い
で
い
る
の
で
あ
る
。「
錦
姫
」と
は

ま
さ
し
く
こ
の
方
で
、結
婚
さ
れ
た
時

は
明
治
時
代
な
の
で
、藩
主
と
し
て
の

系
図
に
は
現
れ
ず
、名
前
も「
き
ん
」と

改
め
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。明
治
二
十

四
年
生
ま
れ
の
正　

夫
人
の
錦
子
氏

が
、明
治
の
初
め
に
戸
沢
家
に
嫁
い
だ

「
錦
姫
」と
会
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、二
人
が
堪

能
で
あ
っ
た
と
い
う
和
歌
に
、不
思
議

な
縁
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

（
市
史
編
さ
ん
室
）

住みよいまちづくり
～民生・児童委員と健康福祉推進委員との合同研修会～

�だいすきなグー  ..................いもと ようこ
�せなかにのって  ..................谷内    こうた
�10ぴきかえるのおくりもの  ...仲川　道子
�つるばら村のはちみつ屋さん  ...茂市久美子
�やまださんちのてんきよほう  ...長谷川義史
�ペリーヌ物語（読む世界名作劇場）  ..エクトル・マロ
�審判  ................................深谷　忠記
�妻への詫び状  .............日経マスターズ
�美女に幸あり  ....................林　真理子
�リネンとかごとヒヤシンス  ...............雅姫
�地村保絆なお強くー別離の苦難を乗り
越えてー  ..............................地村　　保
�歴史・小説・人生  ..............浅田　次郎
�桃  ..................................姫野カオルコ
�渋谷で働く社長の告白  .....藤田　　晋
�結婚がこわい  ...................香山　リカ
�マンモス・ハンター（下）  ...ジーン・アウル
�毎日かあさん 2 お入学編  ..西原理恵子
�ずっと逢いたかった  ............服部　泰平
�名刺のデザインアイデアブック  ...橋塚　幸男
�誰のための綾織  ................飛鳥部勝則
�この本が世界に存在することに  ...角田　光代
�優しい音楽  .......................瀬尾まいこ
�インターネット上の誹謗中傷と責任
　  .......................情報ネットワーク法学会
�風味絶佳  .........................山田　詠美
�シャガールと木の葉  ...........谷川俊太郎
�時代小説用語辞典  ...歴史群像編集部
�政財界メッタ斬り  .................佐高 　信

『象の消滅』
村上 春樹

　1993年アメリカで出版された村上春樹
短編選集の日本語版。アメリカの雑誌
「ニューヨーカー」に載った最初の日
本人作家となった著者のこの作品
集は、イギリスの劇作家によって
舞台化され、世界各地で高く評
価されています。

新着図書

●開館時間�午前10時～午後6時
●休 館 日�毎週月曜日、祝日、年末年始

　香り高いバラ、ユリ、スズラン、クチナシ。6
月の白い花とジューンブライド。今月は、ブ
ライダル関係の展示です。ウエディングドレ
ス、ブーケ、美容などをはじめ、いま注目のブ
ライダルコーディネーターになる方法、結婚
式のスピーチ集などの本を集めました。小説、
エッセイもたくさん展示しています。

▲研修会での懇談（5月27日／ゆめりあ）

● 今月のテーマ展示 ●

『ブライダル』

　

市
内
の
各
地
区
に
は
健
康
福
祉
推

進
員
が
い
ま
す
。地
区
に
お
い
て
民
生
・

児
童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
健
康
づ

く
り
や
福
祉
活
動
を
積
極
的
に
推
進

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、病
気
の
早
期
発
見
・
治
療

よ
り
も
予
防
に
重
点
が
お
か
れ
、健
康

づ
く
り
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。ま
た
、高
齢
者
の
一
人
暮
ら

し
な
ど
が
増
え
て
お
り
、地
域
で
の
見

守
り
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、地
区
に
お
け
る

健
康
福
祉
推
進
員
活
動
の
重
要
性
は

一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、市
が
開
催
し
た
研
修
会
は
、

民
生
・
児
童
委
員
と
の
初
と
な
る
合
同

研
修
で
す
。最
初
に
市
の
担
当
者
か
ら

「
健
康
福
祉
推
進
員
の
存
在
を
知
っ
て

も
ら
い
、無
理
せ
ず
各
町
内
会
の
実
情

に
合
っ
た
活
動
を
進
め
て
ほ
し
い
。市
か

ら
の
健
康
福
祉
情
報
に
関
心
を
持
ち
、

市
の
健
康
づ
く
り
・
福
祉
講
座
に
参
加

し
、そ
の
内
容
を
集
ま
り
の
場
で
話
題

に
出
し
た
り
、地
区
の
人
を
誘
っ
て
参

加
し
た
り
し
て
く
だ
さ
い
」と
説
明
、先

進
的
な
活
動
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
は
じ
め
は
何
を

し
て
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、健
康
・
福
祉
会
報
を
作
製
し
て
関

心
・
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
地
区
も

あ
り
、自
分
で
も
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」と
感
想
が
聞

乙 
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見・所・探・訪

新庄藩主戸沢家墓所
～国重要文化財（昭和62年指定）～

遅咲きの桜のもと、17分団1159
人の消防団員が参加して行われた市の春季消防演習。
中心街を分列行進した後、新庄中グラウンドで訓練礼
式や消防操法などを展開。幼年消防クラブの北部保
育所園児43人も、元気に太鼓と踊りを披露し、｢火遊
びは絶対にしません｣と防火を誓いました。

火遊びはしません！
～春季消防演習～

�月末現在の新庄人
41, 014 人 （41,378人 ）

21, 356人 （21,553人 ）女

19,658人 （19,825人 ）男

13,464世帯（13,484世帯）世帯数

4月の異動

33 人（19,818人 ）出　生

37人（19,831人）死　亡

329 人（19,322人）転　入

205人（19,218人）転　出

※（　）は1年前の住民基本台帳

再生紙100％と環境にやさしい 
大豆油インキを使用しています 

江戸時代に最上地方一帯を治めた新庄藩歴代藩主の墓所
が、太田の瑞雲院境内（6棟）と上西山の桂獄寺境内（1棟）
の2カ所にあり、ともに「御霊屋（おたまや）」と呼ばれている。
基本的には同一様式で、総ケヤキ造りの均整がとれた美し
い建物である。建立はいずれも江戸時代。瑞雲院の御霊屋
には二代藩主を除く歴代藩主とその家族の石塔が収めら
れている。多くの近世大名の中で、同じ廟屋に藩主とともに
その家族の墓が収められていることはきわめてまれである。

�

表　　紙
の

写　　真

～新庄まつり250年祭シリーズ～ 
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